
春季年曾アブストラクト

4月 30日，5A 1日にlA.1J年合部i向令請.DHかれ，GOの治文がぷ，まれ，主II日100名泣く の舎はが出席して皇室舎

であった. ~}S 13I:!には公IJIIGllti:iiを'Jlk.び夫純物1!l!俗のシンポジアムが聞かれたが， ζ れにワν・てl主総を改めると

とにしで， ととには~~ 1， 2自の抑協のアプλ1・ラ タトを掲げる ととにする. ζ・T.tWi符 i山五%・2高il.~ から!l止はi さ れた

ものなどを多考にして制維係りが記したものでるって.:m壬はナベて抑m係りに£る . なおNH正iま匁 1日は上UI，

4再乙ú，総7I~， 肯Eυ J ， 'i.i~ 2日は出HH.Jh:木，一柳，illWIの協;l.¥:におi.llllいした.

第 1a 
郷 1 悶午前の糊ijiílま飯島室孝 ・ 岡崎i湾市両氏〈刃Uí~

~文凝〉のi品廷における JJO 報時の続ræについての

報告がら始められた.1001年度より来ぷ天文路におい

ては報持政動計制町並めてd"ている.靭1撃の織作{士大

別して標数貫時十及び醜測を比l絞タl-t4iずる timekeep-

ingと，それによって強位時計を翻殺し霊遺伝の際 timc

lagを考え℃混射する段階とに分けられるであろう

が，その各段階について起 り得る級建を論じ， 1949年

ごろ 41"" にも謹lていた報時の補正値が現今では

18111・秘皮におさえられて いることを示した.細いて

位光之助・郵司寛繭氏 Ol!・京天文悲)I土東北大の永弁

殺授の製作した鋼，インパー製の恒星時 10∞サイク

ル骨片綴lIlfJ子を用いて恒星l時時計を作り，その歩度を

!J-プラ F 及びクロノメーターと比較3実験した結果な

綴哲ました.これ{土管)，ーを恒巡糟の中に保持し，霊連銀総

婿絡絡を遜して砂{音放を耳支出すものでるる沙ら現，:(Eの
不完全なf琶湖櫛を用いても最大 10-6，平均 10-7 の

歩度の精度があり，これはリーフラーに匹敵し，翻測

の官接記錦用時計として従来のクロノメーターよりは 。

はるかに良好な成績を枚め℃いる.次いで京五〈天文京

のI!.:æ久氏{主義l!院決定の餅誌と闘して外閣総~I幸宏利

用して綿使会決定する際に入って くる或る描の系統挟

誌について拙ぺた.即ち棋却111寺町・の比較の方法の一つ

lζ外間戦時を交信する方法があるが，本郊で交信する

ものは~I:常lzi皐〈から混信されたもので， そのために

特別に考慮しなく てはならない補正明の入って くるこ

とを4尉潟解析したものでらる.

高木.*.Eモ〈綿度問自lリ!Yf)，土71<1，事の線l'IEについて永

年艶化を求めるため. lD04年木村 ・lJl乙女雨氏による

観測を現在の数政防法をもっ℃再強迫I!した結娘役主主ぺ

た.その結栄{ま殆ど議臭効:な〈現在mいられている郡

俊治明硝隠された自である.制L、て同氏{ま現在の観位

減計算における現用の~rt算式{主基本式からの締出過程

Ic.相1容の省略があるので主義助に聖母して二次のさ員まで省
・ .

燃のない試を求めてみて計算;精度の限界を調べた結来・

を報告した.倫恒星の級位置につい て は鈴木畿信氏

〈東京事臨大〉治mt:年の年f設で α=句+Aα+Bb+・・・

の式iこ二次の顎 Pp+Qq+・・・・・・ +U，ι子附加する必

要のあること吟述べられたが， その際の Pを

(A - ~ Ap) Ap sin 1" 時殺していたものを

Ap A sin 1"としなければならないことが分ったと

報告した.

組いて鈴木敬{富氏{土地球白鞘込5度の日鑓化について

と越し℃総u1j的な考えた述べた.削ち王宮し地球の自特

に際して赤道方向にふくれる級な地球の嬰形が行われ

るとしたらH￥附の規制，緯度の観測などにどの邸な影

喜容があるかを吟味してみようとL、うのである，自閉治

を含む地球の切口を楕闇，強形を受けてもある地勤の

緩からの距離を不使と仮定して，盟~~のための緯度の

滑加を d"，. 廻師法度のま合加をゐを求めると αを赤

泡牛彼.da 幸子~形による士台分として
3 . _ dαdω 

伊=ーτ~匂 2tp"':':":::_， 一一==-9.5 x lO-lOdα 
zα'ω  

で駆iえられる.活し最近の均h球臨時速度の年艶化の顎

をこれで説明 しようとするならば dα=12cm ととれ

ばL、L、こと治i知られる.又もしこのイ限定が正しいなら

ば跡l変の強化と白鶴の腿化は常に呼隠して起る密であ

るので緯度踏化の Z~. 月の連動のふらつき等女制ぺ

・ごみたが仰れも完全に殺!到しつくす迄にはilJらなかっ

t.:・

綜皮脱iIIリ所の服部忠彦氏は 1900年から 19491f.ま

でのì'lf，随共同時皮r~ì1lリの closi ng crror を用いて光行

設常数ψ求めた結栄を述べた. その結来. (1)翻測の

B叫jlwi~ Groupには無闘係である.(2)年々の偏差は

かなり大きい.(3) Stationによる詮{対日常事ましいこと

が分った.水源の 50年の観測の結よ長からは 20."520-

土0."∞7が得られ現在の値 20."47 より非常に大会

な結来となった.向これから太陽 秘鐙 を求めると

8."781治託尋られる.

須Jflカ氏 〈斡tJi硯測所)，ま北極嬰位のX. νを 19ω

年以来統一された m回 D pole に移し銀座標 γ• 11 fこ

艶換し・ζ• rの控化の周期，rと 6との闘係を調べ

た.特に興味るることは 8の角速度}こは 1920年以来時

々不辺額な突然艶{凶湛 り，しかも T の小さい時に

dの極 大が到臆している棋に見えることである.同
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所の弓滋氏{ま咋岩手の殺告に引続きタル ヨット水準認~*I

泡の見かけよの移動について.ffPn結果を1M若iこして

観測i'fPldに移動することを認めその抗ψf仕立Lた.こ

れは.*~，~総の中の液砲の茨而強力が1規制者の臨i~の影

慢によってた右で!14るために起るのでt.>ろうが.20。

-25。の大きな天}頁~m維をもった純度的旦に蹄して{土

佐?&i紛皮の 0."01Iこ影響する沿である.

有直前繁襲Eそ(純度問測所)/士夫n.~慌で純度合限測す

る符合.野星の第一星を東O!@で限測して次に第二星を

繭側で観測する場合作EW)とその迦の幼合 (ψWE)

とのill!14を71<滞の顕羽1)航について:m天頂般によるもの

(1923-21)と新天頂儀によるもの (192e-34)に分

けて吟味し，年周壁化の存在を認め， しかもその様子

治:使用した総般によって将し〈然ることぞ凡社iした.

文服部1)中の7Jd1g総気胞の勤d"L にも(Lmv)・と(LWE)

とには年周艶化及び使用した・総彼乃特性沙t認められる

ので， ψEW-~WE と LEW-LwE を比較じて繭者の

問の闘沼1事~r3調べてみた.

午後乃部{ま先ず足立厳氏(:;IdUエ拭〉がSeide!領

後における ωωdioptricsysremの4支援式から設計し

た色消しの M佃 iscusSchmidtについて，光線温繊

の結決と比較論穣し，次いでよ回想.~井政三繭氏

(五C大，生駒太陽親測所)(主今回設計のコロナグラ 7

及びその物納ドームについて投明会行った.

勝国茂氏〈繍滋図立大)(ま先ず陰暦踊!替の勝目!t!m

淡について，三蕊綜覧莱他数fillのものの系統やtJ綴度

などを野比して迷ぺた後，周期母島の光度について，

最近出現のSchaum崎 8 がS正常に明るくなったこと

を指摘し，光度民l/A空rn(AIま到1tk.川ま針目距離〉

の王えで，普通の碧星なら党=4であるが， 周期王手星{主

→2にこの nが大きく， Schaum間色{ま n=I4-16

iこも浸したことな述べた.箆iこ同氏と康恵.a:(日本天

文研究伶〉で磁濁した閲腕.~街角の 1951 年度におけ

る俊光星観測について，関測蝕lfc6855 1ld1より桜大及

びf!i小の自の決定されたものそれぞれ 60倒及び8倒

で.f<il@の漁殺がアメリカの AAVSOなどを参照し

たu紛度がよくなったという報告があった.

長谷JII-I1l.a:1土1934-1947年の聞の鰭薮観測より

得た戎腐の垂直線偏差の計算似 +0."13が.)"畑氏計

算の郡命価 +0九 4とよ〈 一致すること事?述べ，綬い

て測尾奮男氏〈京大〉から日食腕islJの験約書去につい

て，∞ntacttime ~求めるには食分によるよりも，

~けた部分のg玄長を測定ナる方が有利なことならびに

その方法の機討について宝章表があった.次いで再びよ

図積氏{ま， 前に君愛表された， 月の平均質綴の修正{ì~の

貨験式 oL=3."sf-4."6α渇{6・(t-1920.0)}と.1923ー

1949i手の悶測ク比べるとその 0-0が周期的に併ii&r 
るがまず火活ないこと.481ドから叉t脅大の傾向にある

ことψ述べた.

JI!;;l:天文書震の子午現煩測につい.C，先ず中野三郎氏

かられ・泣の問自m俄況の滋IJijが為った後，月， 誠J~. ( .t 

伺の小記長lil~合む). 太陽の顕ìJ!怜~~~ と ， Jj の ÒL 治:

ワシ γ トンの結果とも!日lー傾向やもつこと，nの 1叫

Iimbと 2，'dlimbでO-C.7}:-r度迦のセy-":こ巡っ

た止条予や示すことなどが報告された.;S~に安田春雄氏

とllW男氏{土51年秩から諮:r-ーしたゴ脱天m以来の県

沼尻天m筒の1.1:乃島及び G.O.や FK3の旦や合む

588伺乃夫瓜Rの戸f};l観測について毒装告し.之氏天

風』己表との 0-0が 23時ないし(jII~ J)問illtl時刻に よ

って系統的に強化する傾向の認められること及びその

阪悶の一考終について漣ぺた.

制いて..瀬秀雄・富図~L-ißfo村氏 o:u;;(犬文信託・〉 治:

50年秋岡山脈で行った獅子.lM.ìítE昆孫の~~日間ìlIリにつL 、

て，その挺悩.方法及び撮影された-iili!ilの測定とほ

普星の軌道よりの挑算から得られた速度の比較，U!に

観測法度決定の精度の総討，輯，ot!紺DU去などのぬ明

治:行われた.

ブIJr~刷係の~，Vj rßt としては先ず秋山首氏 (~民放火〉 が

最近小~lil Hildaの除持引政令先の方まで叶jrした

結必，自iJにはその粁!助が 0。役中心とし.}，心Jgjヵ:.t∞ 

年と決定されえいたのが. 20。を中心.刈期 21)0.iドと

修正さるべをことな述べ，これら;fJfl!lJ)の!硲泌泌ψ初期

間のrllJ線から決めるには注意を袈すること令指摘し

た.古老EIMt.fモ〈波大)Iま小惑星 Thuloについて，

軌道販の長周期演を計算した結批弗交勘は -0."54

の平均lii躍動をもち，叉木』主事脳直とのキ1m:傾紛の終f警は

この研究の紛度内で他の話::C~誌に現れないこと，犯に~

周期~の影仰は何事析的な式で鵠ナことによって， ー伶

合周期!とわたっての鰍館組分で全部の矩Pdl悶lU!助事?

計算できること会示 した.文脅木信仰氏(波大)I(ま

Troja 鮮の rf1で Lη 平衡訟の周りを~r 1助ナる小泌lil

Patr∞lus に封して.Brownの Troja 7障に闘する

一般繊動のJ1ni1a~迎用し，近以的にそのill!動の任意協・

2止す求めた結決および.i丘B!占.鼻炎駄がそれぞれ約

3千年，60t毎年・の周期で共に航行すると Lづ結決事~~費

表した.

菊地定衛門氏(河口t大)Iま恒Jj!系におけるi!U度分布

函.1'/):ガスと民つ.c泡泌や街笑の~eを現時制してよ

い特質をもつことに閥'illiして，事~Illとポテンシヤルの

分布からfを決定す忍問題を取緩い，形燃が館jl(1で定

常な飯島系ではそれらの聞の脚係がよ〈知られた割分

方税式に鳴けることそ述べた.績L 、て成本g~章一氏 OJ!
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北大)1土Hoyleの宇宙岐君主と形式的に同等なー設化

芯れた日予定より凶援し-~.その内部における物質.1)凝

集に鍔する洗盟主立動及び~，'tæ~(じのf:tJ也事fza じ，そ乃

結決iili!.lぬは太陽mプ~~，誌のような小i.!，皮の場合とは*11

的に拠る内経き線設になることすて示した.これは宇宙

内部iこ ~Iモじたよiif努幼JI芋と ~~ìこ勾}大ナることなi}.~hナも

のでf lilæ揚i~，I);fJJ.}仰の段階:((記述するも，J)と鮮ナる

ことがclìjJ~るはiでおる.

営地政司氏 Olfぷ天文ぷ)1土制度~，じのIllj題につい

て， WaSlÙll雪tω の四五mデータがJ，~;在 RiclunOlld の

開削との平均f~{で混表されるので相1::j不規則でみり，

廷にf.H~Il:γm淡受CP>1ìjれもあっこそゅ結烈な泊:ちに東

京と比較することはw*ないことを指摘した.

最後に議)It光郎氏〈滋賀大)1'1泌氏品i象の限界につ

い'C，Hubbleや R闘とは別iこ時民郡清，J)立掛から

ヨ伝説し，足の砲さ II~ íí.~WI時間~梁じたエネルギーを

足後の箆j在!ムモな〈直徳Dでlt1Jった政が等級に針して

一定の闘係宏もつこと，および工の犬小により品目泊三

の紋採が反野になるがその|日lにらる Optimurnな訪を

使うのがよしこれ{まDJこして O.-Irnm程度であるこ

と事~~遊べた.

第 2目

鈴 2日開{主夫臨物草II闘係のものが，自まれた.まず官官

渇正実氏〈班点天文苓)が;t:r~)修附のij}設現段の限測

からその強度と輝総の伺との闘係についての統i汁をと

った結裂について述べた.回測はかなり散らばってい

る治主時間的な嬰イむの曲線全比較すると，(A).筋線・乃

悩6kのないもの， (B)雨者が平行したf.2化をしている

が縦ui:し℃いるものI (C)却i棋の強度に封し幅沙3脅し

ているもの， (D)その迦のものの 4つのものに分類で

きること，また赤色倒的:だけでな〈背色侃f立も閥測定

れるとのことでらる.積回.久氏 OIC庶天文:事)Iまへ

日:1・スコーフ・で観世IIJd 7. Lt..:na'H(f，ii'ii:mと制時間測によ

る foF~ とそ 1951 年中の志のについて比校して問者

の胤係がらることを認め，特に協同観測j切聞のデ{タ

については前者:J)極大から I，2日涯れて後者の極大

会示ナ傾向のものがかなりあること，すなわち向日に

i包るものに 18のお〈れのもの 13，2 Bのもの12，

3 FIのもの lという結来を得ι
:tl!JX天文認の25望遠鏡によって II~ 純金色l!つ℃プロ

ミネゾス，フレア ーなどの泊!蹴搬影会したフ ィルムを

清水貧民(東京天文滋〉が映13し℃示した・これ{士一

コマ~ 30秒聞こ誌協して，それを普通のEJ胤・スピー

ドiとしたので約480f疫の法度となったもので.噴出獄

のプロミネンス， フレアー得カ認認められる_~~;こ太議長

電波の 110isestorm について畑中武夫・ 守山5芝生雨

民 O!!J正天文廷)I主平気i刀強度l)!.!t同・1公:こlJt.-河晶、E

f品i誌の電波治準時間む、し2日くらい綜ffiナるものを

問測された金!i裂につい℃述べた.この也被.J)法ること

が{隊長ぬのd品、見鈷の太陽ffii中央のどlユ紘斜地に|ぷ!辿し，

約 2 闘でi包り方がé!と減ずることからし亡指向fI..l:~持つ

1ごいることtJ~わかり，またそのはじめにはフレアー と

む波のアウトパーストがある.これらゆことで noise

sLocm の成肉に磁:~の影協力ゐること，指向{iゆるる

こと.及び物質のilli勤ヵ;1Z..i_&{でゐることなどが結論さ

れた.53;jこ鈴木重稔・ 青木賢司・越谷暢孝氏(Jlf京天

文京)が:JlIぶ天文様iこ建設されど 30∞:YIcの太陽電波

間測史17lについ・ζ述べた.記j両方式}こ!総し℃悶館者，，{lI.i_

JlJしない新しL、方式公考案し，目白壬で 1mの反射鏡で受

けた~U:ì!主役 iJ!iJ)怠ナることができるようになったとのこ

とである.

次に盛光星の光電測光の結よ誌について，古畑正紋 ・

橿原ti'・中村強氏(東京天文主主)がまず近接会辿星の

測光の結舟託尋られた7 レアー現象について述べた.東

京天文語誌の 2GJI主席折E程遠鏡!こより三つの色について

U PegLlsi を閉'iJI~したところ，挺大のF付近に於て草色

調IIこ O.-!~;級に及ぶ光度の物大ポJt!.られ，それ以長政

1ミの先には現われていないことからして，倍近後期型

の額EHこ問jRaされるフレアー現象と同般のものであろ

うと推定された.極大附去に現われるということは，

近接部星の迦該自官官が潮汐カによって不安定になってい

るところに出た路震現象のようなものであろうと解帯
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されるとのことでらる.同じ総i或iこょっ1ご TlPUlト

pis ~.::服部1) した結栄につい℃古畑正秋 ・ 北村正利・中

村強夫〈東京天文認Jが干u告した.この主はや(士。近

接~!n阜であって，ヤーキース天文芸主力 Sl:ru\'e の説線

態度力開;111)によって第三A..7J周りの3訟fdJのあること，

そ乃周期は¥l，ilヨくらいではないかと替われたもので

あるが， 1951~から 1052 年の冬二於げる光電測光の

結3131こよれば Stru刊の耗引は否定的;こなること，ま

た認紘法度とiillJ光との開方の限(切符'i*をfi没明ずるには

!it.~i~な三milll皐としたのでは不河能であるとの結架合

法べた.

セフアイドの割前的な考筏についてまず宿場文男氏

Oli北大〉が oGepheiの.成長曲線を各 pJwaについ

てj@常な材料を用い-çi!~~ 、た結烈. ph/ll，e lこよって飽

流の箆化がらることが示され，大よそ 5-S1cm()'/:にな

っている.また exciぬもiOIl志empernぬre(主 Walruveu

の求めたものよりも低くなっ℃いるとのことで・ある.

:;7(に一柳泰一氏(東北大〉が oCephei星の大気物聡

そ S総bbins等.7)謹絹スベクトル会陸;二五る強度分布

の間澗から求めた穂尽について illぺた C!lDtwuggill

の方法と別に色iW3!:と有数iEf度のi羽係を計算し，それ

からセフアイド4箆化の聞の脱力，i民度の関係金;Rめ

た.その結援は表面・mカ{ま段牧械からの官官より大にな

るが， kioematicalな:mカより小になり，またta度尺

fIE(ま Kuiperの鉱より{氏いのをとった方がよいと雪え

るとのことでるる.

小尾i書調・ 石津武彦氏(東京天文~ ・ 東大工〉は

jj -結合に於ける原子エネルギ【について，これが今

まで定法的に出幻LたものがなL、のでその計算z.1Ml/寺

な方践を似!ってやっている務出品について報告された.

俊光星の分光醗iJ!I)につい℃際図笈雄氏〈東大限)(主

リツク天文革・ 3uイシチ屈折沼遠鏡での xCYJDi，ウ

ィルソン山天文系7)100ィシチ反射鏡のクー.デでのU

Cy~ni の結泉を述べられた. 前者{土 4300-48∞A 域

の原子及び分子線η等{丘摘を測光し，波長泌総今方法

によりi品i使を，それから数種の元素及びTiOの ab凶 -

dnnc却を求めたところ，0が Tiの約 ]00借になっ

ていることが示された. U PegasI i主極小時iこ6∞0..... 

SSOOA岐につい℃波長の同定を行った結泉につい .c
でらる.最低..:r...ネルギー詩1・{なから出℃いる完索の純が

非常に強いこと，エネルギー準{立が?Ji(なるほどその

元索の線の強度はi~<・なることがわかるとのことであ

る.

迫力Hとして畑中武夫 ・守山史生氏〈京.ij(天文凝)が太

陽大気耕法そデルと太陽電波強度について，線波強度

は太陽周期に伴って箆化するこ£がう滑られているが，

彩肘及ひ'コロナの屯ヲ二千包皮の箆化に1'1'.つーごどう箆{じず

べきかな~Hii命的!こ予知(1)し，妙lme と比校された.また村

山定男氏〈科思博物自主)(土l旬結Ui識の切断荷役将I母型

し℃ウイドマンステツテンま絞殺役員Lたところ.肉目ri:'
もそれが非常・lこ?i-zrllJされ℃いることが認められ，ょの

ように弘:だし<f~Il!J;されたものは今きでに例がないこ

と合連べた.これは外力によっ'crJlillられたものであ

り，恐らく袋叙とのi滋尖によるものであろうとのこと

である， (下闘を参~.~ft).

2日目午後の部{主先ず小野毘昭氏(神戸海洋気象*)

治討昨年5月東京天文様に滋在して光也管を府いて阜の

シyチレーシヨンの漁併'ii的I現iWJを行なった結果につい

て報告した.26インチ~，証~~で針純レンズの絞りを小

さくするにつれてシンチレーショyがひどくなるが，

獄伐のエディーを仮定して風によっ℃流されることも

考慮に入オLtUi，その大きさは約 7.5cmであること

治指織的に結論された.僅康厳正モ〈池別調査所)(主JR

Z交天文瀧在任中に行なった大京蹴光の六色光軍司Itl光の

結裂について報告-した.東京の滋光曲線(土 Potzdam

などにおける標識形とは少し具なり，高度300 以下で

は secZ法則から外れているとのことである.

)11口市郎氏〈京大型〉と宮本定太郎氏(京大玉虫〉と{ま

太陽単色像の迎留命に閥ナる研究会報告 した.)11口氏

{ま Ca+ の 3 顎だけを=診えて輯射穂波の方'~~1式を線き

特に赤外三混線;こ霊守して彩府の τがlO!!-lO'の程度

であること，剰係強度に関しては{也-7)機構をも考慮に

入れなければならないことなどが忘された.宮本氏{士

K{;lj1の中心強度の投開を彩般における電子衝突と熱辺

助による Zanstra 蒋分布機拙によって設~しようと

した.

よ野季失，騎隠澄三is，.岳潤の三氏(京大:!111)(土

筒i&1度大気 (5040IT=O.2ないし 0，6)におけるm旗
吸収係数の計算を報告した.I:I， J:Ieおよび'lf均金属

の3揺の元素から或る大安定の吸牧係数を， Gaunt因子
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や Hー や IIe+ も ~[iF.に入れ・ζ. 大館協にJI・:p.:した

tZi必であっ-こ，在〈印刷されるとL寸 .この結決を用

1. ，，(. :マ 氏はさらに 4 例の f~1色主主星の大会長都品情しら

べ，封絞鮮のJIJ~vtにも li命及し. _岳民(土A.o :~自足ブ記録

の締法長?しらべId占梨1::つ¥..ても'被告した.

よ野季・夫氏〈広大男J!)(主派等方役ifJ.慌の主誌における

似rn泌.皮の釦Rl分布{主'1ζ均旅!こ沿っては等方主主である

と{F;，(íë して，切鋭;こ沿っ・ζJ)分布事~;R{6. 吸牧i.!Îiの錨

蹴や成長州ii咲から2足首!i主主.度を/tl-t際に{土鋭度分市にお

ける百kewne吋そ考胞に入れる:必誕があると沿いた.

小導管-fE(広大正91)I土WRWN.大夜空〉脇4:tt診の
翠m話iiについて述べた. S i似{なにモデル化した純 1色お

よび純談活の大抵の悶Jj.j幼少すf'~ して，従来iill~没とな

っていた皐裟式秘悦J場〈部出獄態ルふくむロスランド

縮減摂j:f事〉よりはむしろ:Be阜式の鴨射場〈制品朕!態

からの制組溜~r'l.くむ微邸側移〉の別;WR型皐の

lifMに近いことや示した.この考え方を琵挺させて宮

本.iE太郎氏 α〈大草めは WRl~ーの t限度スケール令記念

じた. 締結の砲さからì1~(~をU:Iすと 3r，その盟光俊榔

そど )A与えるかによってil.:l度がEさってくるというわけ

である.宮木氏の結果によれl'f， 'WR阜の7;"1疫1'J;3-

411f.皮となり ， 従来の 8-!);~~度を採用するよりはー必

~If好都合であると L 寸. Wl?霊食箆光星の悶測結集を

説明する!とも，F民間上の(，，:Weについても，今までよ

りは不自然でな〈なるのである.ji司じ者え方{士服部昭

氏〈京大河1)によって P匂'g型の具にも他府され，

そのiK，l!lil土2-3部!3!と結す局された.こうすれば吸牧

掛から求めた屯雌i~度とも不一致宏示さなくなるので・

ある.きた綿沼豆=.a:(ぷ大理11)(土ガス波星の不透明

度予?，電子放局lやボルツマン分布からの外れを考慮}こ

入れて計算した紡泌を泌べた.静野光男氏(広大津10
li.阜の曲芸評を考臨iこ入れ'Cl3e星大寄託の府樹の続途方

税式をお宅き， その解がE同旨鉄のベy セル間数でaL2わさ

れるこ と手?示した，I.:r，斜乃脳Mmlt;lli力よりもずっ

と小さいようである.

J刈札よのj鰍E段Wr.1主:l:1.

t緋i必G迂沿沿i'に胤する一竜泊EのM研研f究z成是3梨J長4扮沙が:示:さき討tれLたものででトある

沙が:，そのしめ<<りとして宮本町まこれらの大系治稲

射臥!こ釣し℃どのよ Sな安定・疫を持っかとしづ判定訟

について持じた. J.cによる硝射II時々 iliプJと電子倣aiL

による艇との訟で翻ったものが安定lrtのクライテ 9オ

ン!こなるのであるがその政仰な:mもな闘に記入ナると

司f仰がはっきりナる.輔射!Wに鈎して不安定というの

はつまり務111匂!大気に移行ナることでI P Cyg， ¥VR 

lil.などのキFl1Zr，倒係についての一つのイメ ー ジ治~m立さ

~Lたものといえよう.

Zえに記長1t.状星SE.の.fiU::1Wi，こWJナる三つの報告があっ

た.先ずz;;窪啓鶏Jそ(京大安ill)I土内初辺!IIiJの巡忽'方すj!

試のぬ符庁前"(.-:;!とめ， 5I:?H・~~態と限定してもヨド定?首と服

従し.cも Wi!:-ion，7)問ilIリ儲必と合わないことすだ示し，

mlilU終決についても円考胞の{徐tu!'があることを訴し

た.三枝利文氏(jj.次芳11)(主 %nn世 aの完全蒋分布

機fll;に隙;1し・ζ.L:r.純の縮問ずイ n ~問乃階段に分:す・ζ

jj~式の鮮を求め，サ'.~:こ n=4 の初合について般的交

示した.海野和三郎氏〈京大型I!)はもっと-J}:{的な得

分析T機品惨事fしらべ，覧会:f与分(f;の似'iel土1lt的にはkき

な祁i正常!必混とすることもあることを示した.

田中利一郎氏〈新潟大)(主食Ft5i!<系の按と会〉子水深-

の外併とから1&る大海!磁阜のモデルを計算しむ d閲覧

が1'f際の木星や土皐とよく合うことを示した.農村誠

太郎氏〈東京祭器大〉はプ世トンと電子と中性子との

~j~~種平衡を考え . jJj(始宇宙，太陽.8色姥1i!において

中性子説E助教汁向稜になるかをしらべ，ひい・ζは平均

3土子託手dHさうと試みた.

河R首公昭氏〈東大却1)は太陽磁・域内における荷むよ立

子の築醐のj!Ji!助事?論じ. 大混涛車窓氏〈刃!Jj(矢文義)I主

radialな服拘をするRに磁場がある場合にその周期が

どのくらし、捷る かの~!i:以式を忘れ、た.

最後に鈴木重量五氏(京都嬰援大)I主Eモの縫唱してし、

る NHTR椀射場によって彩J{.f締結の屯llII必決と中性線

との数の比の分布~i総明しょうど試みた .

〈註. 2 B r:r午後の淘11主総明の都合上，'&際の部加

の と き? とJ~l停をかえたところもあ!J~ますが御諒承下さ

い.Zanstraの蒋分布機構については前鋭の波野弐の

砲事に解設がらりまずから御参!!?-ドさい〉
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〈京大天文祭激蜜に・ζ〉昭和 27年春季年禽記念撮影
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